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 必修の初修外国語では、この学生たちの状況を参考にして、授業デザイン、またインストラクショナルデザインを
整える必要があると考えられる。 
 ４章で得た知見を参考に、５章では実践の現場である O 大学の必修第２外国語としてのドイツ語に、協調学習の授
業デザインを導入した。またインストラクショナルデザインでは、メタ認知能力の育成を中心に、６種類の仕掛けを
授業内に導入した。それらの仕掛けや授業デザインの効果を常に形成的に評価し、常にインストラクショナルデザイ












論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 森朋子さんの学位請求論文「大学初年次における授業デザインの構築－協調学習のエスノグラフィーより－」は、
大学の初修外国語教育の現場から得られたデータをエスノグラフィー的手法を援用し分析することにより、大学にお
ける初修外国語の意義を教育学的な観点から明確に位置づけるとともに、その効果的な授業デザインのあり方を提起
するものである。 
 本論文は、受講者たちが抱く素朴な疑問「どうして大学で初修外国語を学ぶ必要があるのか」を研究の出発点とす
る。まず、大学における初修外国語のひとつであるドイツ語に着目し、高等教育機関におけるドイツ語教育の様態を
通時的に概観した後、現在の大学におけるドイツ語教育のあり方について検討するために、フォーカス・グループイ
ンタビューという手法を用いて受講者自身による初修外国語の位置付けを抽出する。ここで、論者は大学における初
修外国語の意義を、他の語学教育機関における外国語教育や既修外国語教育と差異化すべく、人格形成期における転
換教育としてとらえ、転換教育の要となる学習動機の内在化とメタ認知能力の育成に最も有効と考えられている「協
調学習」という授業方法に着目する。そこで、まず、協調学習を導入している K 大学の授業をエスノグラフィーの手
法を用いて綿密に分析し、問題点を明確化するとともに、新たな授業環境モデルを導出する。さらにその授業環境モ
デルに基づいた授業デザインを教員の協力のもとに O 大学の授業に導入し、再びエスノグラフィーの手法を用いてそ
の効果を評価し、ここから、インストラクショナルデザイン（教育手法）をコアとして、個々の授業環境（教員、学
生、学習目標、物理的環境、カリキュラム等）に応じた授業デザインを循環的に構築するためのモデルを導出してい
る。 
 本論文の分析において高く評価すべき点は、既成の理論を単に検証するのではなく、授業現場から得られるデータ
をもとに、批判的に新たなモデルを丹念に構築していく姿勢でる。論文前半においては「協調学習」という枠にとら
われすぎる論の展開となっている難点も見受けられるが、後半部においては、その欠点を克服しその枠を超えた結論
を導出するに至っている。また、欲を言えば、論文付録資料をさらに有効に活用する論じ方をすれば、論の展開が堅
固になったであろうし、ドイツ語以外の初修外国語のデータについても分析すればモデルの有効性も高まったであろ
うが、本論文はその成果を現場に還元し得る先駆的な研究として非常に高く評価できる。 
 以上により、本論文は博士号学位（言語文化学）論文として十分価値あるものであると認める。 
